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令和５年（２０２３年） 

定期総会資料 
＜８月２７日（日）午後 5 時～ ・温泉ﾎﾃﾙ中原別荘＞ 

会次第 

講 演  

「テントウムシが育てたオクラ栽培について」 

    ～総合的病害虫・雑草管理（ＩＰＭ）技術の導入～   講師 澤山 岩重 氏      

（農学科卒） 

総 会 

１ 開会 
２ 支部長あいさつ        支 部 長     宮原 俊郎 
３ 校友会・大学の近況報告    校友会本部副会長  豊原 秀和 様     
                 副学長       桑山 岳人 様 
４ 総会議長選出 
５ 議事 

（１） 令和４年度会務報告 
（２） 令和４年度収支決算の報告 
（３） 令和４年度収支決算の監査報告 
（４） 令和５年度事業計画（案） 
（５） 令和５年度収支予算（案） 
（６） その他 

６ 議長退任 
７ 閉会 

懇親会 

東京農業大学校友会鹿児島県支部 
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令和４年度会務報告 
１ 支部総会の開催 

令和４年８月２８日、新型コロナウィルス感染症対策を十分に行った「鹿児島サンロイ

ヤルホテル」において、校友会本部から豊原秀和副会長をお招きし、会員２２名の出席

のもと三年ぶりの対面による総会を開催しました。 
先ず、宮原支部長からコロナ禍で総会が開催できたことへの喜びや出席された会員へ

のお礼、卒業生の U ターンなどによる校友との交流を進めていきたいとの挨拶があり

ました。 
  その後、豊原秀和副会長から学生のコロナ感染状況、世田谷キャンパス研修等の改築工

事の進捗状況や１２５周年事業の国際会館が来年２月に竣工し、５月には校友会館が

移転することなどの近況報告がありました。また、大学の雰囲気が以前の農大らしさ、

泥臭さが無くなっていて、今後建学の原点である農大らしさを取り戻すことが必要で

はないかとのお話もありました。 
  議事では議長に有村卓久氏を選出後、審議にに入り令和元年度から３年度会務報告・収

支決算報告・監査報告並びに令和４年度事業計画・収支予算・役員改選全ての議案が原

案通り承認されました。その他、入試制度に関する意見交換や初めて出席された会員の

自己紹介なども行いました。コロナ禍で通常の学歌斉唱等ができないことから、会場に

は「農大歌集・緑の風燃ゆる大地」のＢＧＭで雰囲気づくりを行いました。 
  
２ 令和４年度校友会通常総会 
  通常総会は、令和４年７月１日世田谷キャンパスで３年ぶりに対面式で、各都道府県支 
  部代議員の代表１人の出席で開催され、当支部からは宮原支部長が出席しました。 
 
３ 役員会の開催 
  令和５年３月１９日、マリンパレスかごしまで開催し、宮原支部長より、令和４年度九

州ブロック会議（令和４年１１月１９日開催）及び令和４年度全国支部長会議（令和５

年３月１０日開催）について、報告を受けました。 
  また、今年度の県支部総会の開催日等について協議し、役員相互の情報を交換しました。

（１５名出席） 
 
３ 令和４年度九州ブロック会議 
  令和４年１１月１９日、福岡サンパレスホテル（福岡市）で校友会本部から豊原副会長、

安達事務局長をお招きし、８県支部１４名が出席し、３年ぶりの対面で会議は開催され

ました。（本支部からは宮原支部長出席） 
  会議では、各支部からの活動状況や課題そして大学・校友会への要望等の報告後、九州
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ブロックからの校友会・大学への提案事項を取りまとめました。 
  また、支部活動の活性化として、若い世代の参加など校友会のあり方について多くの課

題を共有できました。 
 
４ 令和４年度校友会全国支部長会議 

支部長会議は、令和５年３月１０日世田谷キャンパスで３年ぶりに開催され、宮原支部

長が出席しました。（会議内容については、東京農業大学校友会ニュース第 133 号に掲

載されています。） 
 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



4 
 

令和４年度決算の報告 
収入の部 

科  目 ４ 年 度 予 算 額 ４ 年 度 決 算 額 増    減 備       考 
繰 越 金 ２５１，１３５ ２５１，１３５       ０ 前年度繰越金 

会  費 １９０，０００ １７８，０００ △１２，０００  年間 2,000 円、86 人 

交 付 金 １１０，０００ １１０，０００      ０ 本部校友会からの交付金 

総会負担金 ５０，０００ ４０，０００ △１０，０００ 20 人 

寄 付 金 １０，０００ １０，０００ ０  校友会からの寄付 

雑 収 入   ２        １      △１   預金利子 

合  計 ６１１，１３７ ５８９，１３６ △２２，００１  

 
 
 
支出の部 

科  目 ４ 年 度 予 算 額 ４ 年 度 決 算 額 増     減 備        考 
総 会 費 １８５，０００ １７４，９８４ △１０，０１６ 8/28 開催の総会・昼食会費、 

役 員 会 費 １５６，０００   ４７，９７５ △１０８，０２５ 会場使用料、交通費補助 

通 信 費 ８０，０００ ７４，３２９ △５，６７１ 案内郵送料、会費払込料金 

活 動 費 １２６，０００ ７５，１００ △５０，９００ 九ブロ・全国会議補助 

印 刷 費 １１，０００ ９，９５１ △１，０４９ ｲﾝｸｶｰﾄﾘｯｼﾞ代 

事 務 費 １５，０００      ０ △１５，０００  

雑  費 ３８，１３７   ２８，２８７ △９，８５０ 女子ﾎｯｹｰ部へ果物贈呈、 

合  計 ６１１，１３７ ４１０，６２６ △２００，５１１  

（収入）５８９，１３６－（支出）４１０，６２６＝１７８，５１０（収支残高） 
今年度収支残高１７８，５１０円は、令和５年度へ繰越しとします。 
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令和５年度事業計画 
１ 令和５年度校友会通常総会 

  通常総会は、５月２６日世田谷キャンパス横井講堂で開催され、当支部からは宮原支部 
長、廣森副支部長が出席しました。総会では「令和４年度事業報告並びに決算報告、令 
和５年度事業計画と収支予算」等の議案すべてが承認されました。 
また、江口学長からは、完成した国際センターが農業、生命、食料等の学術や情報を世 
界へ発信する拠点であること。今後、更に地域で活躍されている校友との連携を図って 
いきたいとの挨拶がありました。 
 

２ 役員会の充実 
役員会を充実し、校友会活動の中心として、その責任が果たせるよう努力する。 
 

３ 支部総会への参加を広げる 
年１回の総会への参加を広げ、校友の親睦、大学の発展に寄与する。そのために、総会

の開催時期や場所並びに内容等について、役員会で協議し、よりよい総会となるよう努

力する。 
 

４ 卒業生の就職対策の推進 
地元へ帰って就職を希望する卒業生の支援のため、支部長委嘱による「就職相談員」を

引き続き設置する。 
 

５ 入学生対策の推進 
鹿児島から東京農業大学への入学を希望する高校生等に対して、教職員部会を中心に

入試制度の活用を進める。 
 

６ 九州ブロック会議（１１月１１～１２日大分市で開催予定）・校友会全国支部長会議・

通常総会への参加による交流と情報交換を進める。 
 

７「箱根駅伝への道 one コイン募金」へ協力する。 
 
８ 仮称「農大マルシェかごしま」の開催に向けて、時期や出店可能イベント等について役

員会で協議を進める。また、開催に当たっては費用の一部を補助する。 
 
９ その他必要な活動は、役員会で協議して取り組む。 
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令和５年度収支予算 

収入の部 

科    目 ４ 年 度 決 算 額 ５ 年 度 予 算 額 増  減 備  考 

繰 越 金 ２５１，１３５ １７８，５１０ △７２，６２５ 前年度繰越金 

会 費 １７８，０００ １８０，０００ ２，０００ ９０人×２，０００円 

交 付 金 １１０，０００ １１０，０００       ０ 校友会からの交付金 

総 会 負 担 金  ４０，０００ １９８，０００ １５８，０００ ３３人 

寄 付 金 １０、０００ ２０，０００  １０，０００ 校友会・大学からの寄付 

雑 収 入       １  １       ０ 預金利子 

合  計 ５８９，１３６ ６８６，５１１ ９７，３７５  

 

支出の部 

科    目 ４ 年 度 決 算 額 ５ 年 度 予 算 額 増  減 備  考 
総 会 費 １７４，９８４ ２４０，０００ ６５，０１６ 総会開催経費・懇親会費 

役 員 会 費  ４７，９７５ １５６，０００ １０８，０２５ 会場使用料・.交通費補助 

通 信 費 ７４，３２９ ８０，０００ ５，６７１  案内郵送料・会費払込料金 

活 動 費  ７５，１００ １４４，０００ ６８，９００ 九ブロ・全国会議補助 

印 刷 費 ９，９５１ １１，０００    １，０４９  ｲﾝｸｶｰﾄﾘｯｼﾞ代 

事 務 費      ０ １５，０００ １５，０００ 事務局費 

雑  費  ２８，２８７ ４０，５１１ １２，２２４ 封筒など消耗品 

合  計 ４１０，６２６ ６８６，５１１ ２７５，８８５  

役員会の交通費補助は、市内１，０００円、市外２，０００円、離島５，０００円とする。 
活動費は、県外補助で、１回２０，０００円、九州ブロック会議は実費。 
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